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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第１四半期連結
累計期間

第21期
第１四半期連結
累計期間

第20期

会計期間

自平成26年
　３月１日
至平成26年
　５月31日

自平成27年
　３月１日
至平成27年
　５月31日

自平成26年
　３月１日
至平成27年
　２月28日

売上高 （千円） 2,315,893 2,367,473 9,611,407

経常利益又は経常損失（△） （千円） 9,103 △144,326 303,606

当期純利益又は四半期純損失（△） （千円） △3,479 △112,204 150,663

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △7,729 △119,944 169,963

純資産額 （千円） 1,016,368 1,035,313 1,194,029

総資産額 （千円） 3,654,181 4,456,752 3,702,802

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
（円） △0.81 △26.05 34.97

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 27.8 23.2 32.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）セグメント情報」の「報告セグメントの変更等に関す

る事項」をご参照ください。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　　　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成27年３月１日～平成27年５月31日）の連結業績は、売上高2,367百万円（前年

同期比2.2％増）、営業損失166百万円（前年同期は営業損失１百万円）、経常損失144百万円（前年同期は経常利

益９百万円）、四半期純損失112百万円（前年同期は四半期純損失３百万円）となりました。

　当期間において当社グループは、多店舗化を進める「アロハテーブル」、並びに派生ブランドの「アロハアミー

ゴ」を中心に常設店を５店舗、またビアガーデンを１店舗出店し、合計６店舗の新規出店を行いました。なお、ビ

アガーデンは熊本での出店となり、当社初の九州地区での出店となります。これにより当第１四半期連結累計期間

末現在の店舗数は、直営店77店舗（国内74店舗（ビアガーデン20店舗含む）、海外３店舗）、ＦＣ店５店舗の合計

82店舗となっております。

　売上高につきましては、ブライダル事業における婚礼の施行組数が減少したことを主因に既存店売上高が92.9％

となりましたが、新規出店による店舗数の増加等を要因に増収となりました。一方、営業利益につきましては、既

存店の減収に加え、新規店舗の出店費用を要因に減益となりました。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、当社グループの事業は単一セグメントに変更したため、セグメント別の

記載を省略しております。

 

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ753百万円増加の4,456百万円となりました。

これは主に、有形固定資産が合計241百万円、売掛金が220百万円、現金及び預金が164百万円とそれぞれ増加した

こと等によるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ912百万円増加の3,421百万円となりました。これは主に、長期借入金が

376百万円、未払金が223百万円、買掛金が220百万円、未払費用が101百万円とそれぞれ増加したこと等によるもの

であります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ158百万円減少の1,035百万円となりました。これは主に、利益剰余金が

150百万円減少したこと等によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　該当事項はありません。

 

（４）研究開発活動

　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,390,000

計 15,390,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年７月15日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 4,307,900 4,307,900
名古屋証券取引所

（セントレックス）

単元株式数

100株

計 4,307,900 4,307,900 － －

 

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

 平成27年３月１日～

 平成27年５月31日
－ 4,307,900 － 379,605 － 301,808

 

 

 

（６）【大株主の状況】

    　 　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成27年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 　普通株式4,307,500 43,075 ―

単元未満株式 　普通株式　　　400 ― ―

発行済株式総数 4,307,900 ― ―

総株主の議決権 ― 43,075 ―

　　　　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株43株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年５月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

　― 　　― ― ― ― ―

計 　　― ― ― ― ―

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年３月１日から平

成27年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年３月１日から平成27年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人コスモスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 679,860 844,051

売掛金 132,862 353,173

商品 1,966 1,613

原材料及び貯蔵品 84,910 104,281

未収還付法人税等 25,106 25,095

前払費用 80,395 98,049

繰延税金資産 30,017 86,551

その他 62,947 86,015

貸倒引当金 △107 △731

流動資産合計 1,097,960 1,598,100

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,533,405 1,675,656

工具、器具及び備品（純額） 283,654 347,037

リース資産（純額） 213,814 251,399

建設仮勘定 44,067 42,151

その他（純額） 397 306

有形固定資産合計 2,075,338 2,316,551

無形固定資産 29,403 27,807

投資その他の資産   

投資有価証券 0 0

出資金 1,000 1,000

長期前払費用 22,600 22,730

差入保証金 375,998 399,580

繰延税金資産 100,344 90,898

その他 157 84

投資その他の資産合計 500,099 514,293

固定資産合計 2,604,842 2,858,652

資産合計 3,702,802 4,456,752
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年５月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 358,156 578,777

1年内返済予定の長期借入金 421,626 441,069

リース債務 64,310 70,178

未払金 164,754 388,567

未払費用 215,671 317,445

未払法人税等 12,097 13,722

未払消費税等 66,803 29,803

前受金 106,215 73,090

その他 31,286 40,761

流動負債合計 1,440,922 1,953,416

固定負債   

長期借入金 771,013 1,147,386

リース債務 173,835 190,292

資産除去債務 82,714 90,371

繰延税金負債 32,953 32,638

その他 7,333 7,333

固定負債合計 1,067,850 1,468,022

負債合計 2,508,773 3,421,438

純資産の部   

株主資本   

資本金 379,605 379,605

資本剰余金 301,808 301,808

利益剰余金 468,496 317,521

自己株式 △31 △31

株主資本合計 1,149,878 998,903

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 44,151 36,410

その他の包括利益累計額合計 44,151 36,410

純資産合計 1,194,029 1,035,313

負債純資産合計 3,702,802 4,456,752
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年５月31日)

売上高 2,315,893 2,367,473

売上原価 738,870 731,506

売上総利益 1,577,022 1,635,967

販売費及び一般管理費 1,578,886 1,802,097

営業損失（△） △1,863 △166,130

営業外収益   

受取利息 85 7

協賛金収入 13,967 24,363

為替差益 2,903 2,666

その他 456 396

営業外収益合計 17,413 27,434

営業外費用   

支払利息 3,977 4,675

たな卸資産廃棄損 1,635 －

その他 832 955

営業外費用合計 6,446 5,630

経常利益又は経常損失（△） 9,103 △144,326

特別利益   

固定資産売却益 92 296

特別利益合計 92 296

特別損失   

固定資産除却損 － 1,873

特別損失合計 － 1,873

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
9,196 △145,903

法人税、住民税及び事業税 4,274 13,702

法人税等調整額 8,401 △47,402

法人税等合計 12,675 △33,699

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △3,479 △112,204

四半期純損失（△） △3,479 △112,204

 

EDINET提出書類

株式会社ゼットン(E03486)

四半期報告書

10/16



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △3,479 △112,204

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △4,249 △7,740

その他の包括利益合計 △4,249 △7,740

四半期包括利益 △7,729 △119,944

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △7,729 △119,944

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は次の

とおりであります。

 

前第1四半期連結累計期間

（自　平成26年３月１日

　　至　平成26年５月31日）

当第1四半期連結累計期間

（自　平成27年３月１日

　　至　平成27年５月31日）

減価償却費 63,591千円 94,899千円

のれんの償却費 1,205 1,398

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年３月１日　至平成26年５月31日）

１．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月26日

定時株主総会
普通株式 30,155 700 平成26年２月28日 平成26年５月27日 利益剰余金

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年３月１日　至平成27年５月31日）

１．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月28日

定時株主総会
普通株式 38,770 9 平成27年２月28日 平成27年５月29日 利益剰余金

（注）平成26年３月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年３月１日　至平成26年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
公共施設
開発事業

商業店舗
開発事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 990,202 1,325,690 2,315,893 － 2,315,893

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 990,202 1,325,690 2,315,893 － 2,315,893

セグメント利益又は損失（△） 139,787 30,075 169,862 △171,725 △1,863

　　　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△171,725千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　　　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年３月１日　至平成27年５月31日）

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（報告セグメントの変更等に関する事項）

　当社グループは、従来「公共施設開発事業」、「商業店舗開発事業」の２事業を報告セグメントとし

ておりましたが、当第１四半期連結累計期間より「飲食事業」の単一セグメントに変更しております。

　当社グループでは、「店づくりは街づくり」という基本理念のもと、飲食を通して街の活性化、新し

い文化の醸成に貢献するべく事業を展開してまいりましたが、事業拡大に伴い、当社グループの経営資

源の配分、経営管理体制の実態等の観点から事業セグメントについて再考した結果、「飲食事業」とし

て当社グループの事業を一体として捉えることが合理的であり、事業セグメントは単一セグメントが適

切であると判断したことによるものであります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年５月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △0円81銭 △26円05銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △3,479 △112,204

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額(△)（千円） △3,479 △112,204

普通株式の期中平均株式数（株） 4,307,900 4,307,857

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年７月13日

株式会社ゼットン

取締役会　御中

 

監査法人コスモス

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 新開　智之　　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 小室　豊和　　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ゼット

ンの平成27年３月１日から平成28年２月29日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年３月１日から平成

27年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年３月１日から平成27年５月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ゼットン及び連結子会社の平成27年５月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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